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インドネシアでは過去200年間にカルデラ形成を伴う大規模噴火が２回発生し，約13万人が犠牲
となった．過去1000年間では，合計３回の大規模噴火が発生している．これら以外にも，イン
ドネシアには，多くにカルデラ火山が分布している．とりわけ，ジャワ島東部・バリ島・ロンボ
ク島には，最近数万年以内にカルデラ形成噴火が発生し，現在も活火山として活動している火山
が分布する．このため，大規模噴火の発生頻度や，発生に至る長期的変化について検討するため
に適した地域である．火山国日本でさえ，このような火山活動は最近7000年間にほとんどな
く，火山噴火予測モデルとその手法の検証，未経験事象に対する応用など日本だけでなく世界中
の火山の噴火予知研究にフィードバックする意義は大きい
 しかし，これらの火山および周辺地域では，先カルデラ活動についてはほとんど時間軸が得ら
れていない．カルデラ形成噴火の噴出物の記載や時期の検討も，一部の噴火を除き不十分であ
る．また，これらの活火山について，先史時代の活動もほとんど明らかにされていない．そこ
で，我々は，ジャワ島東部・バリ島・ロンボク島に分布するカルデラ火山を対象に，活動史を解
明し，噴出物の年代測定を行うための調査を行っている．このような火山活動史の研究成果と課
題について、バリ島（バトゥールカルデラ火山）での調査に基づき，例示する．
 先カルデラ活動：バトゥールカルデラ火山，ブラタンカルデラ火山には，先カルデラ成層火山
と比較し，地形が開析されたさらに古い火山体が分布することが明らかとなった．カルデラ火山
ではないが，アグン火山にも地形が開析された古い火山体が分布する．これらの活動および鮮新
統とされる火山岩類の活動時期を明らかにする必要がある．
 カルデラ形成噴火：これまでバトゥールカルデラは28kaと20kaの2回の大規模噴火によって形
成されたとされてきたが，20kaより新しい火砕流堆積物がカルデラ北壁やカルデラ南側に広がる
台地に広く分布することが判明した．また，カルデラ西部の調査では7層以上のプリニー式噴火
の降下軽石堆積物が新たに発見され，バトゥールカルデラの発達史は従来考えられていたより複
雑であることが判明した．これらとブラタンカルデラ，アグン火山の噴出物との層序関係を調査
し，バリ島全体の最近3万年間のカルデラ火山活動史を明らかにする必要がある．
 後カルデラ活動：後カルデラ丘は19世紀以降の溶岩流噴火についてしか活動年代がわかってい
なかった．今回の調査で水蒸気マグマ噴火堆積物から複数の炭化木や生木を発見した．多量の木
材が噴火堆積物に含まれることから，汀線沿いでマグマ水蒸気噴火活動を繰り返していたと推定
できる．先史時代を含めた活火山としての活動時期・様式の全体を明らかにし、中長期的な活動
様式の変化など、防災に資する情報を得る必要がある．
 同様の検討を東ジャワ（ブロモ地域）やロンボク島（リンジャニカルデラ火山）などについて
行い，カルデラ形成火山の相互比較や，カルデラ火山が分布しない地域との比較を行う必要があ
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